






























































4 I耳で知る歴史、チェンバロを聴こう！」の授業実施。 2回開講 11/28 
????? ?
【取り組みの成果（アンケート調査をもとに）】
ワークシートの最後には、「一番心に残った曲はなにかな？演奏を聴いて思ったことを書こ
う。」 と問しヽ かけた。
0バッハ作曲「イギリス組曲第 6番よりプレリュード」が多くの児童にとって大変印象的だっ
たようである。「迫力があった」、「リズムがかっこいい」、「感情の変化がすごかった」、「強弱が
あった」、「といった感想とともに、曲の構成により深く言及した「明る＜楽しい部分と悲しい部
分とがあって面白い曲だった」、「リズムが変化していくのがおもしろかった」「ゆっくりなとこ
ろと速いところがあった」といった曲の構成についての感想も散見された。
0上記バッハ派が多数を占める一方で、ピアノの音色との比較から既知の作品であるペツォール
ト作曲のメヌエットを選んでいる児童も少数いた。特に自分も演奏したことがあると回答した児
童が多く、自分がピアノで演奏した場合との比較から、全く曲の印象が異なってしまっているこ
とに大きな驚きを感じているようであった。
0ジャン＝アンリ・ダングルベール 組曲第 1番よりプレリュード、アルマンド、クーラントをお
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気に入りに選んでいた児童が少なからず存在した。本作品は、バロック期フランス音楽の中でも
特に洗練され、知的にかなり高度に作られている作品である。バッハのイギリス組曲のような、
ヴィルトォーゾの要素は全く無く、場合によっては退屈と感じさせてしまうことも懸念していた
が、この音楽の特性を直感的に捉えることのできる児童がいたことは驚きであった。「おもわず
歌い出しなくなるほど楽しい」「おとがきれい」といった感想からも、作品の本質の一端をしつ
かり捉えていることが分かる。この試みは今後も続けていくべきであろう。
0チェンバロの音ピアノと比較して、ー音ー音がクリアであるという特徴を指摘している感想が
あった。
0チェンバロの音を弦楽器にたとえる感想が少なからず見受けられた。授業内ではこの点に触れ
ていなかったことから、優れた感性であると考えられる。
0 「強弱がついていて云々」の感想が複数見られた。この場合、授業内ではチェンバロの特性と
して強弱のつかない楽器であること、そのため音の長短のさじ加減で演奏表現をすることを説明
していたことから、それでも「強弱がつく」と判断していると考えられ、興味深い。音の長短の
さじ加減は人の耳には強弱として捉えられるという、音楽の本質をつく感想といえる。
0ピアノと比較して鍵盤が軽く驚いたといった感想も見られた。
【総括】
0授業終了までの感想を記述する時間が短かったにもかかわらず、詳しい感想が沢山あった。
0チェンバロの音について「音が高かった」という感想が多く見受けられた。 2回の授業の双方
の感想に見られたため、語彙の問題だけではなく、児童にとって特別に共通して感じられる特性
があることが考えられる。理論的には音の高さは同じなので、倍音の構成念頭に授業ないでこの
点を捉えた展開も今後の企画として考えられる。
0ペツォールト作曲のメヌエットに言及する児童が多かったことから、次回はチェンバロの発音
原理や材質についてのクイズをするのではなく、この楽曲によるピアノの演奏とチェンバロの演
奏法の相違について、徹底検証する時間帯を設けるのも良いと考えられる。この授業の担当の先
生が来年度の学年を受け持つことになるのかにもよるが、特にチェンバロ演奏会が 2回目の学年
などには有効であると考えられる。
0曲の構成について図式化していた児童がいた。時間軸に沿って直感的に大楽節を分けたと考え
られる。こういった構成を気にしながら聴いていた児童がいたことから、あらかじめ曲の構成を
図式化して提示し、演奏箇所についても手伝いの学生に指示させながら演奏を聴かせる授業も考
えられる。
-127-
